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第四章　　墨家の節倹思想
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この印刷物は，
環境配慮型インキ
「ライスインキ」で
印刷しています。
　墨家集団の著しい質的変化は、いったい何によってもた
らされたのであろうか。この変化は、三代目の鉅子・孟勝
の時代にはすでに遂げられていた。したがってそれは、主
に二代目の鉅子・禽滑釐の時代に生じたことになる。彼は
墨子が特に信頼する高弟で、墨子の死後、二代目の鉅子を
継いだ人物である。しかも彼は、『墨子』兵技巧諸篇で、墨子
から守城術を伝授されており、墨子に代わって防御部隊を
指揮していることから、とりわけ防御部隊の育成による非
攻活動の実践に情熱を注いだ人物と目される。
　このように禽滑釐が、防御戦闘の中心人物としての立場
から鉅子の位を継いだことは、必然的に彼の団員に対する
統率力を強化する方向に機能したであろう。戦時に際して
は、平時よりも鉅子の権威が一段と強化され、団員はその
命令を軍律として受け止め、それに絶対的に服従すること
が要求され、しかもその権威は、逆に平時の学団内にも波
及するからである。
　また『墨子』備梯篇は、重労働に手足もねじれ、日焼けで
顔も真っ黒といった有様で、禽滑釐が誠実に墨子に仕えた
と記す。これはまさしく、『荘子』天下篇が描く戦国期の墨者
の先駆けであり、禽滑釐の鉅子就任後は、こうした彼の謹
厳な気風が、学団全体に強く浸透していったと思われる。
　こうした要因が、墨子の時代からの教化の蓄積や組織の整
備と相俟って、ようやく禽滑釐の時代に至り、団員の思想
的純化と鉅子の権威確立とをもたらしたと考えられる。弟
子の入門動機は依然として仕官による禄位獲得にあったろ
うが、いったん入門した後は、急速に墨者としての自覚を
植えつけるだけの教化体制が、この時期に構築されたわけ
である。これによって墨家は、墨子当時の功利的風潮を払
拭して、真に思想集団と呼ぶにふさわしい成長を遂げるこ
とが可能となったのである。
　団員の質的向上や鉅子の権威確立とともに、墨家の勢力
は日増しに増大していった。説話類四篇から墨子の時代の
墨家の活動地域を見ると、魯を根拠地として、斉・衛・宋・楚・
越などの領域にわたっている。そしてこれらの中には、北方
の燕や西方の三晋や秦が全く含まれていない。ところが戦
国末になると、鉅子・腹　の例のように多数の墨者が秦で
活動したり、北方の中山で反戦活動をしたりと、墨家の教
線は中国全体へと拡大し、まさしく「楊朱・墨翟の言は、天
下に盈つ」（『孟子』滕文公篇）、「孔・墨の弟子・徒属は、天
下に充満す」（『呂氏春秋』有度篇）、「世の顕学は、儒・墨なり」
（『韓非子』顕学篇）との盛況を呈したのである。
　儒家と天下の思想界を二分するほどの勢力を築き上げた
墨家も、組織の膨張につれて分裂し始める。『荘子』天下篇は、
墨家が大きく相里氏と鄧陵氏の二つのグループに分裂し、
互いに相手を「別墨」として非難して自派の正統性を主張す
るが、今に至るまで決着がつかないと記す。さらに『韓非子』
顕学篇には、「墨子の死せしより、相里氏の墨有り、相夫氏
の墨有り、鄧陵氏の墨有り」と、新たに相夫氏の一派が加わっ
て、「墨は離れて三と為る」に至った状況が記録される。
　墨家分裂の内情を伝える資料は、今のところ存在せず、そ
の原因は不明である。しいてその原因を想像すれば、墨家の
理念を実現する上での路線の対立や、集団内部での鉅子の
座をめぐる権力争いに、秦・楚・斉などの強国の抗争関係が、
複雑に絡み合った結果と思われる。ただし、こうした分裂に
もかかわらず、墨家全体として見れば、戦国の最末期まで
墨家は儒家と並んで「世の顕学」たる揺るぎない地位を保ち、
巨大な勢力を誇り続けていたのである。だがこれほどに顕
栄を極めた墨家は、秦帝国の成立以後、歴史から忽然と姿
を消してしまう。このあまりにも急激な墨家消滅の原因は、
いったい何であったろうか。
　この間の経緯を資料は黙して語らないが、およその事情
を推測することは可能である。前221年の天下統一後、秦
帝国は封建制を廃止して、新たに天下全体を皇帝一人の直
轄支配地とする郡県制を採用した。ところがこの方針に対
しては、秦の朝廷内にさえ、封建制の復活を主張する反対
勢力が存在した。そこで郡県制の推進者だった丞相・李斯
と始皇帝は、そうした動きを根絶すべく、民間人の書籍所
蔵を禁圧する「挟書の律」を定め、焚書を断行する。
　このとき弾圧の対象とされた中には、当然墨家思想が含
まれていたと考えられる。なぜなら墨家思想は、封建体制
の下、諸国家が平和に共存する世界を理想の世界像として
おり、郡県制を推進する秦の法術思想とは根本的に対立す
る性格を持っていたからである。
　とすれば、「挟書の律」による思想弾圧が開始された後、墨
家には一切の思想活動を停止して保身・延命を図るか、さも
なければ死罪・族滅・強制労働を覚悟の上で、なお自己の信
念を貫き通すか、この二者以外には選択の余地がなかったこ
とになる。狂疾・過激を謳われた戦国期の墨者の体質から判
断して、恐らく墨者は思想の廃棄を潔しとせず、敢然と後者
の途を選び取ったに違いない。秦帝国成立後、墨家集団が突
如その姿を没するに至った原因は、ここにあったであろう。
　しかも鉅子の位を禅譲しつつ、防御部隊を含む強固な集団
を維持し、全国的活動を継続してきた墨家は、かえってその
集団性・組織性が災いして一網打尽となり、弾圧の被害が最
も大きかったと思われる。こうしていったん組織が解体され
た後は、思想活動のためには、武装を伴い、「墨者の法」によっ
て自らを律する治外法権的集団を必要とし、また常に全世界
的視野にのみ立ち、個人的信条としてはほとんど意味を成さ
ない墨家特有の強烈な社会性の故に、漢代以降、諸学派が形
を変えて復興する中にあって、ひとり墨家だけは、再生する
ことなく絶学への道をたどることとなった。
　司馬遷が著した『史記』を始め、数多い漢代の諸資料も、
鉅子に率いられた墨家集団の存在はもとより、たった一人
の墨者の存在にすら、絶えて言及することがない。たしか
に前漢の武帝の時代に書かれた『淮南子』などには、墨家思
想と見られる要素が含まれてはいる。だがそれは、もはや
文献の上からのみ引き継がれた、単なる知識としての墨家
思想にすぎない。秦帝国が滅んで漢帝国が成立したとき、「世
の顕学」とか「天下に充満す」とまで称せられた墨家と墨者
は、すでに地上から消え失せていたのである。その間、わ
ずかに20年足らずであった。
